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ミツバチ属の分類と系統について (3)

オオミツバチ亜属の生態

高橋 純一

オオミツバチ亜屑物 )には,オオミツ

バチApl'sdoTSata(Fabricius,1793)とヒマラヤ

オオミツバチA.JaboI･1'osa(Smith,1871)の 2

種があり,東南アジア一帯に生息している.こ

のグループのミツバチは,ミツバチ属の中で体

サイズが最も大きく,キイロスズメバチほどの

大きさがある.またその巣も大きく,樹高が数

十mにもなる熱帯特有の高木の枝や断崖の崖

などに巣房数 1-4万前後で,差し渡しが 1

mを越す 1枚巣を営巣する.また,これらの

営巣場所には数個から数十個の群が集団で営巣

している場合が多い.

働き蜂の防衛行動は,ミツバチだけでなくス

ズメバチなどと比べても非常に激しく,巣から

1km以上離れても集団で執勘に追いかけて刺

してくるため,社会性膜題目の中で最も性質の

荒い種類でもある.

東アジア各地の部族ごとにそれぞれ伝承され

ている伝統的な手法によりこのオオミツバチの

巣は狩猟の対象とされ,ハチミツや蜂児は古く

から食糧として利用されてきた.しかしながら,

その凶暴な性質により他のミツバチのように飼

育や行動観察などが難しいため,生態に関する

学術的な調査は進んでおらず,その情報は少な

い.ようやく最近になって,花の開花時期や季

節変化により,昆虫では珍しく,一定ルー トを

回帰移動していることがわかった.また,夜間

に採餌行動を行っていたり,日没間際に交尾飛

行を行うなど,通常,昼光性であるミツバチと

は異なる特異な生態も明らかになってきてい

る.今回はオオミツバチ亜属でこれまで明らか

になった生態について解説する.

分類

オオ ミツバチ亜属 は,オオ ミツバチA.

doISata(Fabricius,1787)とヒマラヤオオミツ

バチA.JaboI･josa(Smith,1871)の2種が現生し

ている (図 1).オオミツバチはインドで採集

図 1 オオミツバチ亜属の働き蜂.左2葉がオオミツバチ,右はヒマラヤオオミツバチ.オオミツバチの

働き蜂は若いうちには腹部のバンドが不鮮明だが,花を訪れる頃には明瞭なバンドが見られる (左)

写真:絵葉書集'lAsianHoneybees"より(オオミツバチ;中村,ヒマラヤオオミツバチ:Underwood)
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された個体が,ヒマラヤオオミツバチは,中国

雲南で採集された個体がタイプ標本になってい

る (Maa,1953;Otis,1996).

オオミツバチ亜属は,Maa(1953)により示

された分類体系までは 1種 3亜種とされてき

たが,坂上昭一らによるヒマラヤでの調査に

おいて,東南アジア各地のオオミツバチとネ

パールに生息するオオミツバチの 1亜種であ

ったAdoIISatalaborl'osaの働き蜂における形

態形質の比較解析により,ヒマラヤ亜種は形

態的に異なることが示された(Sagkagamieta1.,

1980).その後,雄蜂の交尾飛行時刻,働き蜂

による巣の防衛行動,生息範囲などが調べられ

た (Underwood1990).さらに最近なり遺伝子

(ArisaandSheppard.2005)が比較され,これ

ら一連の研究からヒマラヤオオミツバチは,オ

オミツバチ亜属の独立種とみなされている.

オオミツバチの亜種として,フィリピンのル

ソン島に生息するA･doISalabTeVl'119uJa(Maa,

1953)とインドネシアのスラウェシ島とブタン

島に生息するA･dorsalablnghaml'(Cockerell,

1906)の2亜種がある.これらの2亜種は,

地理的に大陸のオオミツバチとは隔離されてい

るが,形態的および分子レベルでは大きな差

がみられないことからオオミツバチの亜種と

して位置づけられている (ArisaandSheppard,

2005).この他に最近になって,藤山によって

日本の壱岐島から発掘された化石が,オオミ

ツバチ亜属の化石種イキオオミツバチA.ll'tho-

hermaea(Enge12005)として記載されている

(Engel,2005)･

分布

オオミツバチの分布は,前回紹介したコミツ

バチと似ていてアジア大陸の東西に広く分布し

ている.北限はインド,ネパール,中国のヒマ

ラヤ山脈の低地帯,東限はインドネシアのカイ

諸島,西限はインドとパキスタンの国境周辺,

南限はインドネシアである (図2).また驚く

べきことに,日本の川崎でオオミツバチの群が

採集されている (松浦,1983).しかしながら,

本種は以後一度も見つかっていないため,自然

図2 オオミツバチ亜属 (2種2亜種)の分布図

(01droydandWongsiri,2006を改変)

分布ではなく人為的に船などの木材輸入ととも

に偶発的に持ち込まれた可能性が高い.また,

分布に関する情報が少ないため,今後も分布の

境界線が変わる可能性がある.特にマレーシア,

インドネシアおよびフィリピンなど東南アジア

各地の島峡から本種が見つかる可能性は高い.

ヒマラヤオオミツバチはオオミツバチと比べ

て分布範囲は限られている.その分布はヒマラ

ヤ山脈一帯の高地で,オオミツバチとは標高

1500m付近を境として両種の間で分布境界が

ある (図2)(01drouydandWongsiri,2006).

ベトナムでは中国との国境付近の高地で季節的

に本種が営巣することが見つかっている (図

2).そのため,ヒマラヤ山脈から続く高地帯

を持つパキスタン,アフガニスタンなどの国々

にも季節的に分布している可能性がある.

個体群の系統関係

オオミツバチ亜属の働き蜂における形態形質

の比較解析によると,オオミツバチは3つの亜

種に分けられている.基亜種であるオオミツバ

チAdoJ二Satadorsalaは,インドとパキスタン国

境周辺から中国の海南島,旧大陸のサンダラン

ドおよびインドネシアのカイ諸島までの広域に

分布しているグループである.ウォーレス線を

境にして別亜種のA.doJSatabinghamjがスラウ

ェシ島とブタン島周辺に生息している.また,

フィリピンではパラワン島を境とするメリル線

から東にあるルソン息 セブ島,ミンダナオ島

などの島峡に分布しているのがA.domatabTetd-



1guJaであるMaa,1953;Sakagamietal,1980)･

ミトコンドリアDNAによる比較解析の結果

によると,これら3亜種は遺伝的に異なる集団

を形成し,形態解析の結果を支持していた.こ

れらの集団間の遺伝子変異は,現在の地理的な

隔離状況から見ても支持することができる結果

である.また,これらオオミツバチ3亜種とヒ

マラヤオオミツバチとの間では,遺伝的変異が

大きく両種を別種と見なすことができる程度の

変異を持っていた.形態および遺伝子の置換率

からみても両者は別のタクサであることが支持

されている(AriasandSheppard.2005)･また,

私たちの行った核およびミトコンドリアDNA

の解析結果からも同様の結果が得られている.

さらに東南アジア大陸とボルネオ島およびパラ

ワン島の集団は別系統を形成していた.

これらの集団間の塩基置換率から分子時計によ

り推定した分岐年代はおおそよ130万年前後を

示していた.この時期はちょうど更新世の氷期が

終わりボルネオ島とパラワン島がサンダランドと

分断した地質年代と一致していた.つまりオオミ

ツバチの祖先集団は,それ以前はサンダランド一

帯で1つの集団を形成していたことを示した.こ

れらの結果はク口コミツバチの結果と同様のもの

であった.またオオミツバチのインド集団とヒマ

ラヤオオミツバチのネパール集団が系統的に最も

近いことが示され,両種の分布境界周辺であるヒ

マラヤ山脈帯で種分化をした可能性が示唆されて

いる (高橋ら,未発表).

ヒマラヤオオミツバチにおける集団の変異に

関する研究は今のところまったく行われていな
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い.これは本種の分布域が限られており,営巣

場所も崖などが多く採集困難なためである.

営巣習性

オオミツバチは,通常は樹高の高く枝の少な

い緩やかな (斜度として25-350)程度に上

向きに反れた直径5- 100cmの枝に営巣する

(図3).営巣場所の高さは6mから数十 mま

でさまざまである.オオミツバチはヒマラヤオ

オミツバチと比較して低地に生息するため,農

村および都市部の建築物などの軒下や貯水槽な

どでも営巣が見られる (01droydandWongsiri,

2006).一般的に標高 1500m以下でよく見つ

かっているが,ただし特定の地域では夏の間だ

け,あるいは開花が少ない乾期の時期に通常よ

りも高地での営巣が確認されている.例えば,

ネパールのオオミツバチは4月～6月の間だ

け高地で営巣する.この時期にはヒマラヤオオ

ミツバチが同じ標高で営巣している場合があ

る.ただし雨季になる7月以降は平地へと戻る.

このような乾期と雨期に合わせた季節的な移動

習性が本グループの特徴でもある.スリランカ

では,100-200kmも移動と推測されている.

オオミツバチの営巣場所に関する研究は,井

上民二によるスマ トラでの調査が一番詳しい

(井上,2003).それによると営巣場所は,大

きく4つに分類できることを指摘している.

一つは,高さ30-60mに達する大木で,巣

は丈夫の直径 20-40cmの枝の目立つところ

に営巣するタイプである.このような大木の種

類はさまざまであるが共通の特徴として,木の
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肌がサルスベリのようにすべすべしているらし

い･タイではマメ科のKompassjaalaccensl'Sに

よく営巣するといわれる(01droydandWong-

siri,2006).井上の観察によると,大木の上部

では風の影響を受けるため,風が当たりにく

いような木を選択しているそうである.また,

このような大木には,多数の群が営巣してい

るのがよく見られ,スマトラでは 1- 13巣ほ

ど,ネパールやタイでは70巣前後の集団営巣

がよく知られていて,さらに最大では200か

それ以上の巣が集団営巣をしている記録がある

(01droydandWongsiri,2006).2つめは,蘇

の中の 1-5m程度の木本類に 10- 15cm

程度の太さの小枝に単独で営巣しているタイプ

である.3つめは,100mを越す岩壁の中程

度にオーバーハングした岩の下である.このよ

うな場所では,数個から数十個の巣が集団で営

巣している.4つめのタイプは,ビルなどの大

きな建物の軒下や貯水槽などの部分に単独から

数十個の巣が集団で営巣している場合がある.

また,私たちのマレーシアでの調査では,同じ

営巣場所でも雨季か乾季かでは,集団で営巣す

るか単独になるのかが異なっているようで,こ

れは周辺の花蜜量に関係があると思われる.

ヒマラヤオオミツバチは標高 2000m前後の

崖に集団で営巣している (図4).ネパールで

は夏期と冬期で営巣場所を変えていて,夏期に

は最高3510m付近まで営巣していることが確

認されている.冬期には越冬をするため,通常

よりも標高が低い 1200-2000m付近まで移

動してくる.このときには巣はつくらず蜂球の

状態で越冬をしている.また,オオミツバチと

は営巣場所の選好性が異なっていて,決して木

本頬に営巣せず,崖のオーバーハングした雨が

完全にあたらない場所に集団で営巣をする.た

だし,移動中は木にとまることがある.また崖

の中でも日射量が多く,風の少ない場所を選ん

で営巣しているようで,ほとんど北向きの場所

には営巣することはない (Underwood,1990).

ネパールでの調査では,1か所の崖で平均する

と23巣,最大 76種が営巣していた Ooshiet

al.,2004).

オオミツバチの集団営巣と回帰移動

オオミツバチのグループは,木本類の枝や崖な

ど1か所に集まって集団営巣する習性を持って

いる.この習性は他のミツバチでは見られない特

徴で,おそらく,オオミツバチの巣が大きく,捕

食者にとってハチミツと蜂児が魅力的な炭水化

物およびタンパク質源であるため,特に熱帯で

の激しい捕食圧に対する適応であると考えられ

ている.このオオミツバチの集団営巣における

巣間の血縁関係が調べられている.タイでの調

査によると,非血縁関係にある群が 1本の木に

集まり集団営巣をしていることが明らかになっ

た (01droydandWongs帆2006),

また,オオミツバチは季節によって営巣場所

を移動する性質がある.ただし集団営巣するよ

うな木には,毎年おおよそ決まった時期に集ま

ってくる.このような場所があるのが以前から

各地で知られているが,インドおよびマレーシ

アにおいて,これらの集団営巣する場所の巣の

遺伝子型を複数年に渡って調べたところ,毎年

(6- 18か月の間隔で)同じ群が戻ってきてい

ることが明らかになった.渡り鳥のツバメなど

は毎年同じ場所に営巣することが知られている.

また,魚類のサケなどが母川回帰移動すること

もよく知られている.昆虫では,チョウのオオ

カバマダラやトンボのアキアカネが長距離移動

をしながら同じ地域に戻ってくることは知られ

ているが,毎年のように同じ場所に戻って営巣

し,回帰移動することがはっきりとわかった昆

虫は,オオミツバチが初めてであるOVeumannet

al.,2000;01droydandWongsiri,2006).また,こ

れまで知られている動物では同じ個体が回帰移

動しているが,オオミツバチの働き蜂の寿命は

おおよそ3か月程度であるので,どのようなシ

ステムで回帰移動しているのか興味深い.

ヒマラヤオオミツバチは,私たちのネパールで

の調査により1か所の崖ではあるが,非血縁関

係の巣が集団で営巣していることが明らかにな

っている.ヒマラヤオオミツバチも季節移動す

るが,オオミツバチのように回帰移動をする可能

性も高いと思われる.



成虫の外部形態

この亜属の特徴としては,他のミツバチと比

較してカスト間の体サイズにほとんど差がな

いという特徴を持っている.オオミツツバチの

体長は,女王蜂は20mm,雄蜂は 16mm前後,

働き蜂は 17mmであり,他のミツバチと比べ

て繁殖力ストと働き蜂の間で体サイズに大き

な違いが見られない.

両種における働き蜂の形態は,腹部の体色で

識別することができる.オオミツバチの腹部

は黄色で明るい色をしている.それに対して

ヒマラヤオオミツバチの腹部末端は黒色と灰

色でバンド模様がはっきりしていて全体的に

褐色である.ただし,A.dorsatabl'nghaml'と

A.dot:satabrevl'119ulaの両亜種は,体色が黒色

で灰色のバンド模様があり,基亜種とは体色

が大きく異なっているが,働き蜂の形態形質

には差異がみられない (Sakagamieta1,,1980:

Ruttner,1989).働き蜂の形態形質について蓑

1に示した.これを見ると,全体的にオオミツ

バチよりもヒマラヤオオミツバチの方が大きい

ことがわかる.例えば,働き蜂の体サイズはヒ

マラヤオオミツバチの方が 10%程度大きい.口

吻の長さは,オオミツバ

チでは4.5- 67mmで

あるのに対 して,ヒマ

ラヤオオミツバチの方

が6.1- 7.1mmと長く,

両種の間で異なってい

る.前廼長もオオミツバ

チでは9.75- 13.2m

であるのに対して,ヒマ

ラヤオオミツバチの方

が 13.0- 14.5mm と長
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見られ,オオミツバチが平均 0.76mmである

のに対してヒマラヤオオミツバチは 1.0mmで

ある.

雄蜂の脚および交尾器の形態により両種を識

別することは難しい.亜属間では大きく異なっ

ているため,亜属間の交配は起きる可能性は

ないと考えられている.雄蜂の交尾器の構造

は,他種と比べて大きい特徴を持つ.特に交尾

器を外反させたときに角形をした褒状の突起

(bursalcomua)が2対みられるが,この形態

が他のミツバチ亜属と比較して非常に長く細い

のが本グループの特徴である.また,Bulbusは,

セイヨウミツバチやトウヨウミツバチと比べて

小さく細い特徴が見られている(Koenigerand

Koeniger,2000)･

オオミツバチ女王蜂の形態は,同種の働き蜂

や雄蜂よりも体サイズは大きく,働き蜂とは形

態的に異なり花粉かごなどの形質を持っていな

い.ヒマラヤオオミツバチの女王蜂はよくわか

っていない.

巣の構造と群サイズ

両種ともに巣の構造は基本的に違いはみられ

ない (表 1).通常, 1つの蜂群は縦横 1.5×1m

表 1 オオミツバチとヒマラヤオオミツバチの形質比較

オオミツバチ ヒマラヤオオミツバチ

Ado/sata AlaborlOSa

働き蜂

口吻 (舌)の長さ(mm)

前麹長(mm)

前週幅(mm)

CubitalveinA(mm)

CubitalveinB(mm)

Cubitalindex(a/b)

後廼長(mm)

後廼幅 (mm)

麹鈎数

い.廼脈形質ではCubital 巣の特徴

indexが,オオミツバチ

では5.28- 8.38の値を

示すのに対してヒマラヤ

オオミツバチでは8.49

- 9.82である.針の長

さも両種の間で違いが

長さ(cm)

幅(cm)

働き蜂巣房の特徴

巣房の深さ(cm)

10巣房分の幅(cm)

45-6.7

9.751132

4.1-4.6

1.14±0.06

180±005

5.28-8.38

7.8-9.84

249±277

2255-2635

67-71

13.0-145

4.2-4.4

1.30±0.06

196±007

8.49-9.82

9.20

254

2261

512-880 25-110

404-689 30-80

16-19 1.8-20

53-59 60-6.3

01droydandWongsiri(2006)を一部改変

数値は平均値±標準偏差または範囲
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程度の大きさの1枚の舌状の巣を開放空間に作

る.巣全体の大きさは,オオミツバチよりもヒ

マラヤオオツバチの方が大きいが,巣問で大き

さにばらつきがあるため平均するとオオミツバ

チの方が大きくなる.巣房の大きさはヒマラヤ

オオミツバチの方がおおよそ 14%ほど大きい.

育児圏と貯蜜圏の構成が他亜属と大きく異な

っており,特徴的である.貯蜜圏は巣の片側 (枝

などでは上方)によった形で作られている.ま

た育児圏では,働き蜂と雄蜂の育児場所の区分

が明瞭でなく,繁殖期には働き蜂と雄蜂が不規

則に並んでいて,巣房大きさにも雌雄差が見ら

れない.また花粉を貯める巣房と育児巣房には

大きな違いがなく,巣の状態により両方を使い

分けている.

オオミツバチのグループは,巣を採取すると

ほとんどが逃げてしまうため,巣の働き蜂など

の個体数などの正確な調査例は少ない.最大で

働き蜂の個体数は5万頭程で,平均3万頭前後

と見積もられている.スマ トラで井上らが採集

したオオミツバチの最大巣の例では,巣の長さ

は 1.2m,幅が58cm,厚さが6cm,蜂ろう

の重量は0.2kg,育房数4万個,働き蜂の成虫

4万頭,卵,幼虫,桶は合計 8000頭,雄蜂の

成虫は 100頭,女王蜂は 1頭,嫡 ･蜜 ･花粉な

どの総重量は65kgであった (井上 2003)･

驚くべきことに蜂ろうの重量に対して,巣房に

貯蔵されている重量だけで6.5kgもあり,い

かに効率的に巣材を節約して作っているかわか

る.このような性質は,本種の高い移動性から

もたらされた適応であると考えられている.

ヒマラヤオオミツバチの 2つの分蜂群を採

集した例では,働き蜂の個体数は3183頭と

21312頭であった (Underwood1990).また越

冬群は平均してすべて 1万頭以下で5000頭前

後である.これらの結果から,通常,働き蜂の

個体数は2万頭前後であると推測することが

できる.

交尾行動

ミツバチの雄蜂が集 まる特定の場所を

DCA(Dronecongregationarea)というが,ボル

ネオ島のオオミツバチで詳しく調べられてい

る.熱帯や亜熱帯多雨林では森林が階層構造を

なしているが,このうち周辺の樹冠が30m場

所で,それよりも樹高が高い高木樹がありその

樹冠の下となっている(KoenigerandKoeniger,

2000).時刻はタイ,ボルネオ,スリランカ,

マレーシア半島,スラウェシ島で共通の日没直

前の薄暗くなってきた時間帯 (18時以降)で

ある(01droydandWongsiri,2006)･これらの

地域では同所的に他種ミツバチが分布している

ことから,はっきりと交尾飛行時刻および場所

を分けることで生殖隔離を成立させていること

が推測される (KoenigerandKoeniger,2000)･

ヒマラヤオオミツバチのDCAは不明である.

ただし雄蜂が巣を出て交尾飛行にでる時間が調

べられている.ネパールでの観察によれば,班

雌は 12時30分から14時30分の間に交尾飛

行にでていた (Underwood,1990).ただし,オ

オミツバチの雄蜂も定位飛行や排他のために昼

間に飛行することがある.ヒマラヤオオミツバ

チでは昼間の飛行が交尾飛行ではなかった可能

性もあるため,交尾飛行時刻に関しては再調査

が必要かも知れない.

雄峰 1頭あたりが持っている精子数は,オオ

ミツバチでは平均すると246万である.この

量はセイヨウミツバチを除く他のミツバチに比

べると 1桁程度も多い (KoenigerandKoenト

ger,2000).また交尾済女王蜂の受精嚢内で蓄

えている精子数に関しても同様で,オオミツバ

チは平均 394万となり,やはりセイヨウミツ

表 2 受精嚢および貯精蛮内精子数と交尾頻度と血縁度

受精嚢内の 貯精嚢内の 女王の交尾回数 働き蜂間の
精子数(∩) 精子数(n) 観察値 有効値 血縁度

オオミツバチ 394万 (8) 246万 549±31.5 442±271 026

ヒマラヤオオミツバチ 34.4±10.3 19.9± 5.5 028

01dryoudandWongsiri(2006)を一部改変



バチを除いた他の種と比べると多い特徴がある

(表 2).ヒマラヤオオミツバチに関してこの点

はまったく不明である.

オオミツバチおよびヒマラヤオオミツバチの

女王蜂が複数の雄蜂と交尾することは,マイク

ロサテライトDNAマーカーを用いた解析から明

らかになっている.ボルネオ島とタイのオオミ

ツバチの女王蜂の交尾回数は平均59回であっ

た.また,ネパールのヒマラヤオオミツバチの

女王蜂は平均34･4回であり(01droydandWong-

siri,2006),両種ともミツバチ属の中では際立っ

て多数の雄蜂と交尾していることが明らかにな

った (表2).

尻振りダンス

オオミツバチの働き蜂は,他のミツバチとは

異なり夜間でも飛行する特徴を持っている.ボ

ルネオ島の熱帯雨林では,フタバガキ科のリュ

ウノウジュの花粉を媒介していることが確認

されている.この花は日の出のおおよそ 1時

間前くらいから咲き始め,オオミツバチは開

花後 30分前後で採餌を終えてしまう (井上 ,

2003).このときにも同じように尻振りダンス

により仲間に場所を教えていると考えられてい

_∴ l:_-

図4 コミツバチの尻振りダンスと餌場の関

係 (01droydandWongsiri.2006を

改変).太陽の位置と餌場の角度を示

すために,尻振り方向と真上の垂直

方向との間の角度で餌場の向きとダ

ンスの時間で距離を教えている.
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る.オオミツバチは雄蜂と女王蜂が日没後に交

尾を行う性質からも夜間飛行を行うことができ

る.また,本種は夜間でも太陽の位置がわかる

ことが示唆されている(Dyer,1985).

ダンスは巣の下層部の中央付近で行うことが

特徴的である.ダンスにおいては,太陽を垂直

上方とし,尻振り走行時に示す方向が作る角度

で,太陽と餌場の向きが作る角度を,また尻振

り走行の時間で距離を教えているらしい (図

4).このダンス情報をもとにした採餌圏解析

がスリランカとタイのオオミツバチで行われて

いるが (DyerandSeeley,1991),生息地の環

境や遺伝的変異により影響を受けていて,種ご

とに決まっているというわけではないようで

ある.オオミツバチの場合は平均すると864

mであり,働き蜂のダンスから推定すると

95%が4km以内であった (DyerandSeeley,

1991).ただし,採餌範囲は体サイズとの関係

がみられ,オオミツバチの採餌範囲は,ミツバ

チ属の中で最も広い.

飛行速度はインドとタイのオオミツバチで調

べられていて,7.2m/sec～ 76m/sec.でセ

イヨウミツバチの7.4m/sec.と同程度である.

発育期間と日齢行動

オオミツバチの卵は,働き蜂と雄蜂のいずれ

も平均 2.9日で卵字化している.これは同じ巣房

を利用しているためであると思われる.女王蜂

巣房の卵はそれよりも早く平均 2日で卯字化を

する.幼虫期間は4から5日である.蛸期は

働き蜂が 11日,雄蜂は 14日,女王蜂が7日

で他のミツバチとほぼ同じである (表 4).女

王蜂の羽化日数が短いのは,女王蜂同士の殺し

合いによる選択圧が作用していると考えられて

いる (deGrandi-Hoffmanetal,1998)が,オ

オミツバチでの観察例はない.また働き蜂の

表 3 オオミツバチにおけるカスト別の発育日数

卵 幼虫 蛸

働き蜂 29 4.6 109
雄蜂 2.9 46 143
女王蜂 2 4.5 7

Ruttner(1989)を一部改変
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寿命は3か月程度であると推定されているが,

雄蜂および女王蜂ではわかっていない.

フェロモン

ミツバチの大顎腺 か ら分泌 されている

9-ODA(9-ket0-m)2-decenoicacid)は,女王蜂物

質であると考えられているが,オオツバチの

女王蜂の大顎腺を分析するとこの物質の含有

量が極めて多く,働き蜂ではほとんど存在し

ないことがわかった (01droydandWongsiri,

2006).また雄蜂の触角のジョンストン器官に

は,9-ODAのレセプターが存在していること

から,オオミツバチでは女王蜂物質としての機

能を持っていることが示唆されている.セイヨ

ウミツバチの警報フェロモンとして知られてい

る酢酸イソアミルがオオミツバチの刺針器官に

多量に存在していることから,同じように警報

フェロモンとしての機能を持つことが示唆され

ている.ただし,ヒマラヤオオミツバチでは存

在していない.また,巣仲間認識に使われてい

る体表物質の化学成分などはわかっていない.

防衛行動

巣に対する防衛行動は,オオミツバチのグルー

プと他のミツバチとの間で大きく異なっている.

両種の防衛行動は,社会性膜麹目の中でも最も

執物で激しいことが知られている (松浦,1988).

オオミツバチの巣に数m程度まで近づくと刺さ

れることがある.また,巣を刺激すると400から

800頭の働き蜂がすぐさま集団で刺してくる.こ

れらの働き蜂は巣から数km以上離れても,執糊

に追いかけてくることが知られている.

また,両種の働き蜂は集団で腹部を高く背側

に上げて左右に大きく振るって書とともに巣の

表面に波紋状の大きな模様を作る振身行動 (シ

マリング)をとることが知られている,これは

鳥やスズメバチなどの捕食者に対しての視覚的

防衛効果があると考えられている(Mooseand

Flottum.1997).

天敵

熱帯におけるオオミツバチ亜属の天敵には,

ダニ,鳥,スズメバチ,クマ,ヒト, トラな

どが捕食者となっている (01droydandWong-

siri,2006).中でも多数の鳥類によりオオミツ

バチやヒマラヤオオミツバチの巣が捕食され

ている.山岳地域において,ミドリハチクイ

MempsoTjentaJJ'Sがオオミツバチやヒマラヤ

オオミツバチを捕食 している.早朝,まだ気

温が 1 0 ℃以下と低く働き蜂の活動が鈍い時に,

100羽以上が集まってきて数羽が共同で巣を

襲い捕食する.地上に落下した巣は,スズメの

仲間であるヒメオウチュウDl'cI･uL･uSaeneuSや

シキチョウCopsycJ7uSSaulan'Sなどが食べてい

る.オオミツバチの巣の捕食に特化しているア

オムネハチクイNyctyolm'salhertonjやハチク

マPeI･nl'sptl'loT17ynCuSが主に蜂児やハチミツ

を捕食していることも観察されている.これら

鳥類の捕食は両種ともに巣を放棄する原因に

もなりえる.またヒマラヤオオミツバチの越冬

集団も捕食を受けている(Underwood,1990).

アジアに生息 しているマ レーグマHelarctos

malayanus,ナマケグマMeJuISuSurS1-Bus,ツ

キノワグマUTSuSd7jbelanuがミツバチの巣を

襲うことが知られている.また,バングラディ

シュにおいてベンガル トラPand7eTalJgTl'Sが

マングローブなどの低い場所に営巣したオミ

ツバチの巣を襲っているのが観察されている

(01droydandWongsiri,2006)･

現在でもアジアでは,昆虫は重要な蛋白質源

として利用されるためヒトもオオミツバチグ

ループには重大な影響を与えている.特にイン

ドではハチミツの約 80%がオオミツバチから

採集されている.インドネシアでもハチミツの

90%以上がやはりオオミツバチ由来といわれ

る.古来からオオミツバチは重要な狩猟採集の

対象となっている.タイでは年間4-5万個

程度のミツバチの巣が市場取引されていて,そ

のほとんどがオオミツバチの巣であると推定

されている(OldroydandWongsiri,2006).こ

れらのことからも,ヒトによる採集活動が大き

な捕食圧になっていると思われる.ネパールで

は,岩場に営巣したヒマラヤオオミツバチの巣

をその地域の部族が採集している.



スズメバチによる捕食の観察例はないが,秦

そらく大型の種により捕食されていると考えら

れる.その他の昆虫類ではオオミツバチの巣を

ハチノスッヅリガが食害することが報告されて

いる.また,ボルネオ島ではメンガタスズメ

の 1種が夜間に蜜を吸いにきているのが観察

されている.ヒマラヤオオミツバチではこれら

の種の寄生は見つかっていない.一方で,ネパ

ールではヒマラヤオオミツバチに寄生性のミ

ツバチシラミバ工科のMegabllaulaoneTOSaと

M anfecessorの2種が高い頻度で寄生してい

ることが報告されている.このミバエ科の寄生

は,これまで他のアジア産ミツバチでは見つか

っていない.また,ボルネオ島においてメバ工

科の寄生バエPJ7ySOCePhaJaparrallell'ventIIsが

オオミツバチに寄生することが報告されている

(01droydandWongsiri,2006)･

寄生性の主要な天敵としては他にダニ類がい

る.オオミツバチグループの巣内には非寄生

性のダニと外部寄生性のダニが見つかってい

る(01droydandWongsiri,2006).オオミツバ

チの体からは非寄生性のダニNeocJPholaeJaps

I'ndl'caが見つかっている.本種はミツバチに付

着することにより花間を移動して花粉を食べて

いると思われる.またコミツバチや トウヨウ

ミツバチやなどからも見つかっている.Tarso-

nemidae科のAcarapl'swoodlは気管に入って

血液を吸う寄生性のダニでオオミツバチに寄生

している,

オオミツバチおよびヒマラヤオオミツバチか

らは,2種のLaelapidae科のダニが見つかって

いる.両種ともにトゲダニTTOPllaeJaps属のダ

ニで,それぞれミツバチトゲダニTropl'1aelaps

clareae(DelfinadoandBaker.1961)i**I
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ツ/げ トゲダニTkoemgerum (Delnnadoand

Baker,1982)がオオミツバチ亜属に特異的に

見つかっている (表4).このうちミツバチト

ゲダニの一部の系統がセイヨウミツバチにも寄

生するようになった.

この他にオオミツバチからはThaiSacbrood

VirusrTSBV)が見つかっている (Morseand

Flottum,1997).オオミツバチグループからは,

細菌,真菌,原虫などは見つかっていないが,

今後調査が進めば,これらを含めた新規の寄生

者や病原体が発見される可能性は充分にある.

終わりに

オオミツバチとヒマラヤオオミツバチ2種の

系統と生態について,これまでの研究結果を簡

単ではあるがまとめてみた.オオミツバチはミ

ツバチ属の中で最も熱帯に適応した種であり,

一方のヒマラヤオオミツバチはヒマラヤ山脈地

帯という寒冷地に進出したミツバチである.こ

の両種は,セイヨウミツバチなど普段私たちが

よく目にするミツバチには見られない特有な生

態を持っている.両種の生息域は異なるが,資

源に合わせた効率的な夜間採餌,回帰移動,隻

団営巣,簡素な巣構造といった営巣習性や昆虫

では稀に見る集団防衛行動などの特異な習性

は,ミツバチの進化を考える上でも重要な特性

である.また,極端な多回交尾も本亜属の特徴

である.

最近,ネパールにおけるヒマラヤオオミツバ

チの営巣状況についての調査が行われた結果,

今から20から30年前と比較してすべての調

査地で巣の数が減少していることが明らかにな

った.減少規模は少ないところで2分の 1,多

いところでは4分の 1となっていた(Joshiet

表4 オオミツバチ亜属にみられるダニ頬

科名 種名 寄生タイプ 宿主

Ameroseiidae

NeocJPhoJaeJapsapJ'coJa 花粉食 オオミツバチ
Tarsonemidae

AcaTaPJSWOOdJ' 内部寄生で体液を吸う オオミツバチ

Laelapidae
Tropl'JaeJapsclareae 外部寄生で体液を吸う オオミツバチ亜属

TTOPJJaeJapskoemgerum 外部寄生で体液を吸う オオミツバチ亜属
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a1.,2004).この減少原因として,近年起こっ

ている地球規模の温暖化による生息地での植生

変化やヒトによる捕食圧の拡大などによると考

えられている.このようなヒマラヤ山脈の秘境

とよばれる地域に生息する種であっても,私た

ち人間活動による影響を受けてしまっている.

これまで述べてきたように,適応的な特性をこ

こまで身につけているミツバチであっても,想

定外の生息環境の悪化による個体群の減少が進

むことは推測される.そのため,今後はミツバ

チを含めた生態系や景観の保全的な研究を進め

る必要があるだろう.
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ThepurposeorthlSreviewIStOaSSimllateexist-

ingknowledgeaboutthepresent巨lanthoneybees-

AplsdorsalaFabricius,1787andApislaborJlosa

Smith1871arebothnamesforgianthoneybeesI

Thisgroup.Ml'gapl'S(Ashmead1904)lSmostPeCul

liarhoneybees(genusApjs)andisrecognizedas

avalidspecieslnmOrphologlCalcharacterand

moleculardataTheSlanthoneybeeisthemost

commonovermostoftropicalAsia.A.dorsalais

anextremelywldespreadspecies.Occumngfrom

lndlaWesttOIndoneshiaeast,wlthtemporaryintro-

ductionpopulationinJapanThedistributionofA

JaboI-1'osaislocalltyrestrictedloHimalayanreg10n･

Thesehoneybeeshavecharacterhighlandortrop1-

Caladaptationsuchaslargenests,largebodysize,

andseasonalmigrationForsurvivalThenestis

bulltthesinglecombaroundatalltreebranchand
astratumofdensebushesTheneststructuresof

bothspeciesareveryresemble･TheA･Jaborjosa

arelargethesizeofworkersandnestthanthe

A.dorsata.GenitaliaofmalesarenotdiagnostlC
charactersforacleardistinctionbetweenboth

species･ThenumberofmatinginA dorsalaand

A.JaboTl'osaqueenswereabout54and34times,

respectivelywhichwerefoundtobepolyandryThe

A doI'SatafromtheirDCAs(dronecongregation

areas)a一tersunsetunderthespreadinglimbsortall

treesthatemergehighabovethemajorcanopyof
theforest.ThelocationoftheDCAsofAJaborIosa

isunknown.Nestdefensivebehav10rShowsastrong

defensiveresponseonA.dorsalaworkers･Thenatu-

ralenemyoFglanthoneybeesisknownpredator

andparasiteSuchaswaxmoth.mites.tiger,bear.

birdsandhuman.TheparasiticmilesTropJ'JaeJaps

claleaeandTropl'Jaelapskoenlgerumisassociated
withAdorsata.


